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⽇本語⼒とセルフアドボカ
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武居 渡
（⾦沢⼤学 学校教育系）

学習指導要領の中の⾃⽴活動
⾃⽴活動の指導は，個々の幼児児童⽣徒が⾃⽴を⽬指

し，障害による学習上⼜は⽣活上の困難を主体的に改
善・克服しようとする取組を促す教育活動であり，個々
の幼児児童⽣徒の障害の状態や特性及び⼼⾝の発達の段
階等に即して指導を⾏うことが基本である。

• 個々の⼦どもの特性等に応じた指導を⾏う。
→ ⾃⽴活動の⽬標はオーダーメイドになる？

• 個々の課題が集団の中で達成されるべきことの場合、学年の枠を超
えた授業編成も可能。
→ 同じ授業内容の中で異なる到達⽬標を設定できる。

学習指導要領の中の⾃⽴活動
⾃⽴活動は，授業時間を特設して⾏う⾃⽴活動の時間に
おける指導を中⼼とし，各教科等の指導においても，⾃
⽴活動の指導と密接な関連を図って⾏われなければなら
ない。

• 2つの⾃⽴活動
→ 特設⾃⽴ 関する⾃⽴

• 教科学習の中で⾏うことのできる内容についてはあえて特設⾃⽴で
⾏う必要はない。
→ 限りある特設⾃⽴を有効に使って⼦どもに⼒をつけるには？

⾃⽴活動で考えるべきこと
• 限られた時間の中で、何を⽬標にするか？

→ 聴能？発⾳？読み書き？⾃⼰肯定感？
⼀般常識？就労意識？⾃⼰理解？

• 限られた時間の中で、何を⾏うか？
→ 発⾳指導？ ⽂法指導？ ⼿話？

コミュニケーション？ ⾃⼰理解？
• どんな形態で⾏うのか。

→ 取り出し指導？ 縦割り指導？ 複合？
→ 担任が指導？ ⾃⽴専科？ 級外？ ST？
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聞こえない⼦どもに対する
⾃⽴活動の柱
○個々の⼦どもの実態に応じて、増減可。
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ろう学校の⾃⽴活動の柱
○個々の⼦どもの実態に応じて、増減可。
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要するに
⽇本語指導 と ⾃⼰理解

日本語指導の前に・・・

コミュニケーションとは

コミュニケーション

子どもへの愛おしさ

コミュニケーションの楽しさ

おとなへの信頼感

コミュニケーションの楽しさ

わかるということがわかる

コミュニケーション能力？？？

・この子はコミュニケー
ションの力が弱い

・この子のコミュニケー
ションの力を育てなけ
れば

・私はこの子の言いた
いことを汲み取る力が
弱い

・私のコミュニケーショ
ンの力を育てなければ

コミュニケーションは個人の能力ではなく２人の間にある
↓

子どもの言いたいことを汲み取り、共感すること
人への信頼 言語獲得のスタート
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コミュニケーションと言語

言語がなければコミュニケーションはできないのか

・０歳児の子ども

→泣き声や笑い、視線、ジェスチャーなどで意図を伝える

・重症心身障害者

→視線や頬の動き、わずかな発声などで意図を伝える

言語の前にコミュニケーションがある！

家庭内のコミュニケーション

コミュニケーションは
教えるものではなく

育てるものである

・受験勉強の中の単語カード

→コミュニケーションの中で使えない

必要な文脈と環境が整えば、

自然にコミュニケーションは生まれる

伝えたい！
知って欲しい！

確かな表現力を支える要素

確かな表現力

語彙力

背伸びした語彙
に触れる・理解

する・使う

文法

文法力の評価
明示的な指導

談話の力

論理的な談話の
構成

接続詞

語彙学習に必要な力

• わからない語彙を抽出できる力

• わからない語彙の意味を理解する方略を理
解する。

→ 前後の文脈から想像する

→ 人に聞く インターネットで画像検索

→ 辞書を使えるようになるのは一定の日本語力があ
る者に限られる

• 学習した語彙を忘れないために。
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ことばのネットワーク
－引き出しをたくさん作る－

• 日本語の場合

マジカルバナナ （意味の連鎖）
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ことばのネットワーク
－引き出しをたくさん作る－

• 日本語の場合

意味連想ネットワーク

ともだち

けんか

学校

大切

近所
遊び

野球

いたずら 日曜日

J-COSS（日本語文法テスト）とは

JCOSS：日本語文法理解テスト

２部構成からなる意味と統語の理解テスト

１部：２部で使う語彙のチェック

２部：２０ブロック８０問からなるテスト
A：名詞 Ｈ：ＸだけでなくＹも Ｏ：主部修飾（左分枝型）

B：形容詞 Ｉ：ＸだがＹはちがう Ｐ：複数形

C：動詞 Ｊ：位置詞 Ｑ：述部修飾

Ｄ：２要素結合文 Ｋ：数詞 Ｒ：格助詞

Ｅ：否定文 Ｌ：受動文 Ｓ：多要素結合論文

Ｆ：３要素結合文 Ｍ：ＸもＹもちがう Ｔ：主部修飾（中央埋込型）

Ｇ：置換可能文 Ｎ：比較表現

置換可能文
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位置詞 受動文

J-COSSがなぜよいのか

• 文法指導に使える。
→何を理解していないかがわかる。

• 理解テストなので指さしで簡単に回答が可能
である。
→手続きを工夫することで集団でも可。

• 聞こえる子どもの発達曲線が得られている。
→年齢ごとの通過率が得られている

• すでにいくつかのろう学校で実施。

Aろう学校の結果
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T

１　名詞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100%
２　形容詞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100%
３　動詞 3 1 ○ 2 ○ 3 3 3 ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ 60%
４　２要素結合文 ○ 1 ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 ○ ○ ○ ○ 80%
５　否定文 2 2 ○ 3 ○ 1 3 3 ○ 3 ○ ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 2 50%
６　３要素結合文 ○ 2 ○ 3 ○ 3 ○ ○ ○ 3 ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75%
７　置換可能文 2 1 ○ 1 1 2 ○ 3 2 3 ○ 3 2 ○ ○ 2 ○ ○ 3 2 35%
８　XだけでなくYも 3 2 ○ 3 1 1 ○ 3 3 3 0 1 3 3 2 2 ○ ○ 3 3 20%
９　XだがYは違う 1 1 ○ 1 3 3 3 2 3 0 3 ○ 0 ○ 1 0 ○ ○ 3 0 25%
１０　位置詞 1 1 ○ 0 2 0 1 2 3 2 3 0 1 2 3 2 3 ○ 2 2 10%
１１　数詞 1 1 ○ 2 3 0 ○ 1 3 3 ○ 3 2 3 3 1 ○ ○ 2 1 25%
１２　受動文 0 1 3 1 1 2 3 3 1 2 2 1 3 1 2 1 0 2 1 0 0%
１３　XもYも違う 2 1 3 0 3 0 3 1 2 1 ○ 3 1 ○ 1 0 ○ ○ 1 0 20%
１４　比較表現 2 1 ○ 2 0 1 0 0 1 1 1 1 1 0 2 1 ○ ○ 0 2 15%
１５　主部修飾（左分枝型） 0 1 3 1 ○ 0 3 1 ○ 2 ○ 1 2 2 1 2 3 3 3 2 15%
１６　複数形 2 2 ○ 1 2 1 2 2 ○ 1 3 2 1 ○ ○ 0 ○ ○ 2 2 30%
１７　述部修飾 0 1 ○ 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 2 0 0 2 ○ 0 2 10%
１８　格助詞 1 1 ○ 0 ○ 0 0 2 2 0 2 0 3 2 1 1 0 ○ 1 1 15%
１９　多要素結合文 2 2 ○ 2 3 1 3 2 2 ○ 2 ○ 3 2 2 3 ○ ○ ○ ○ 35%
２０　主部修飾（中央埋込文） 0 0 3 1 0 0 1 2 0 2 0 0 2 0 2 1 0 1 0 3 0%

ブロック
３年 ４年 ５年

通過率
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ポイント！

• 小学校に入る前までに、置換可能文を通過し
ているかどうか。

→ ここを超えてはじめて文法の世界に入る。

• 小学校１年生の間に、位置詞や受動文などを
理解できるようになるかどうか。

→ 教科内容を理解する上で不可欠。

→ 習得していない場合、誰がどの時間に指導
するのか。

日本語で日本語を学ぶ段階

• 最終的には、多くの日本語に触れることで日本語を
学んでいく

→ 日本語を学ぶエンジンをかけていく

ex. ハリーポッター

ex. ダジャレコンテスト

大人が本を読んでいる姿

• 作文は目的的に

→ 手紙 本づくり

※子どもを日本語嫌いにしない

ろう児のアイデンティティに
影響を与える要因

• ろう児の同年齢集団

→ かかとをつけて話せる集団

• 成人ろう者との出会い

→ 自分の将来像を形成するモデル

• 手話との出会い

→ ろう者の母語

• 親や教師の障害認識

→ 親や教師が「ろう」をどう捉えるか

聞こえない人が
なれない職業はない！

• 医師

• 教員

• 弁護士

• 研究者

• 銀行員

• 会社員

• 薬剤師

• 芸術家

• 工員

• 手話教育

• 団体職員

• ダンサー

• 俳優・女優

などなど
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聴覚障害者として生きる
－どんな人が就職できるのか－

• 手話か口話かに限らず、しっかりと話ができ
る。

• 読み書きの力が高い。

• 障害認識ができており、明るく安定した性格と
アイデンティティ。

• 様々なメディアを活用して情報量が多い。

• 社会性より社会力。

合理的配慮とはなんですか？

• 権利条約のポイントの一つ。

• 第２条

「合理的配慮」とは、障害のある人が他の者との平等
を基礎としてすべての人権及び基本的自由を享有
し又は行使することを確保するための必要かつ適
切な変更及び調整であって、特定の場合に必要とさ
れるものであり、かつ、不釣り合いな又は過重な負
担を課さないものをいう。

合理的配慮のポイント
• 障害のない人と同じスタートラインに立てることを保障。

• 障害のある人が現在認められている権利や基本的自由
を保障されていること。

• 特定の場合必要とされる適切な変更や調整。

• 変更や調整の際、大きすぎる負担がかからないもの。

ex. 視覚に障害のある人の受験

墨字では事実上の排除になってしまう。

→ 点字で受験できるようにする

試験時間の延長

〇 合理的配慮を提供しないことは間接差別にあ
たる（障害者差別解消法）

合理的配慮についての誤解

「配慮」という用語は本当に適切か？

配慮・・・心をくばること。心づかい。（広辞苑）

？？？心優しい人が障害のある人の苦労を
慮って心づかいを行うことなのか？？？

英語では・・・

reasonable accommodation
理にかなった 便宜・調節
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例えば聴覚障害を例に挙げると

〇 聴覚に障害のある人がこの講義を受講。

講師が良かれと思って手話をしながら講義しても・・・。

→ その人はノートテイクを希望しているかもしれない。

→ FMマイクなどで音声を聞くことを希望しているかも。

一見、ニーズが一律と思われる聴覚障害であっても
個々人によって必要な事柄は異なる

↓
ましてや知的障害や発達障害は
人の数だけ必要な支援は異なる

合理的配慮の厳しさ

• 本人が支援を要望してはじめて、どのような支援が必
要かの議論が開始される。

→ 黙っていても自動的に支援を得られるものではない。

• 基本的には、本人の要望が第一。

• ただし、支援を育てることも学校園の責務であると考
えられる。

支援の要望がない場合、学校園は
何もしなくてもいいのか

自分の障害特性ばかり扱うと・・・

〇 自己理解は大切であるが、自分の障害特
性ばかり取り上げると・・・

→ 自分のできないところ探しになる

→ 自己肯定感の低下

→ 付き合う教師のしんどさ

１－αの自己認識ではなく
１の自己認識を形成するために

自己肯定感を培うには

• 多くの成功体験

→ 他者の賞賛と達成感

• 自己効力感（誰かの役に立っている）

→ 「ありがとう」と言われる経験。他者承認。

一方的に世話される人にならない工夫。

• 同じ特性を持つ仲間との出会い。

→ 自分と同じ経験をしている人が他にもいる。

→ 愚痴や経験を話せる仲間の存在。
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